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２

締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
出
入
国
管
理
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
申
請
を
処
理
す
る
た
め
に
追
加
の

情
報
を
得
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
適
当
な
と
き
は
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
申
請
者
に
通
知
す
る

よ
う
努
め
る
。

３

各
締
約
国
は
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
出
入
国
管
理
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
不
備
の
な
い
申
請
を
受

理
し
た
後
合
理
的
な
期
間
内
に
、
次
の
事
項
を
申
請
者
に
通
知
す
る
。

⒜

申
請
の
受
理

⒝

申
請
の
処
理
状
況

⒞

申
請
に
関
す
る
決
定
（
当
該
申
請
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
滞
在
の
期
間
そ
の
他
の
条
件
を
含
む
。）

４

各
締
約
国
は
、
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
関
し
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
要
件
（
必
要
と
さ
れ
る
書
類
を
含

む
。）を
簡
素
化
し
、
並
び
に
手
続
を
円
滑
化
し
、
及
び
迅
速
化
す
る
よ
う
努
め
る
。

５

１
に
規
定
す
る
申
請
の
処
理
に
関
し
て
締
約
国
が
課
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
な
も
の
と
し
、
及
び

自
国
の
法
令
に
従
う
。

第
五
十
条
の
二
の
六

透
明
性

各
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

⒜

関
連
す
る
全
て
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
文
書
に
係
る
説
明
資
料
並
び
に
関
連
す
る
書
式
及
び
文
書
で
あ
っ

て
、
こ
の
章
の
規
定
の
運
用
に
関
連
し
、
又
は
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
公
表
し
、
又
は
公
に
利
用
可
能
な
も
の

と
す
る
こ
と
。

⒝

自
然
人
の
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
係
る
自
国
の
法
令
に
関
し
、
利
害
関
係
を
有
す
る
者
か
ら
の
照
会
に

回
答
す
る
た
め
の
連
絡
部
局
そ
の
他
の
適
当
な
仕
組
み
を
維
持
し
、
又
は
設
け
る
こ
と
。

⒞

可
能
な
限
り
、
自
然
人
の
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
規
制
の
公
表
と
当
該
規
制
の

効
力
発
生
の
日
と
の
間
に
合
理
的
な
期
間
を
置
く
こ
と
。
当
該
公
表
に
つ
い
て
は
、
電
子
的
に
利
用
可
能
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒟

自
然
人
の
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
出
入
国
管
理
に
関
す
る
措
置
を
修
正
し
、
又
は
改
正

す
る
場
合
に
は
、
⒜
の
規
定
に
従
っ
て
公
表
し
、
又
は
利
用
可
能
な
も
の
と
し
た
情
報
を
で
き
る
限
り
速
や
か

に
更
新
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

第
五
十
条
の
二
の
七

承
認

１

締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
自
然
人
の
円
滑
な
移
動
の
た
め
、
他
の
締
約
国
の
自
然
人
に
対
し
て
許

可
、
免
許
又
は
資
格
証
明
を
与
え
る
た
め
の
自
国
の
基
準
の
全
部
又
は
一
部
を
適
用
す
る
上
で
、
当
該
他
の
締
約

国
に
お
い
て
得
ら
れ
た
教
育
若
し
く
は
経
験
、
満
た
さ
れ
た
要
件
又
は
与
え
ら
れ
た
免
許
若
し
く
は
資
格
証
明
を

承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
規
定
に
よ
る
承
認
は
、
措
置
の
調
和
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
関
係
締

約
国
間
の
協
定
若
し
く
は
取
決
め
に
基
づ
い
て
又
は
一
方
的
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

締
約
国
は
、
非
締
約
国
に
お
い
て
得
ら
れ
た
教
育
若
し
く
は
経
験
、
満
た
さ
れ
た
要
件
又
は
与
え
ら
れ
た
免
許

若
し
く
は
資
格
証
明
を
当
該
締
約
国
と
当
該
非
締
約
国
と
の
間
の
協
定
若
し
く
は
取
決
め
に
基
づ
い
て
又
は
一
方

的
に
承
認
す
る
場
合
に
は
、
他
の
締
約
国
に
対
し
、当
該
他
の
締
約
国
に
お
い
て
得
ら
れ
た
教
育
若
し
く
は
経
験
、

満
た
さ
れ
た
要
件
又
は
与
え
ら
れ
た
免
許
若
し
く
は
資
格
証
明
も
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
機
会
を
十
分
に
与
え
る
。

第
五
十
条
の
二
の
八

第
九
章
の
規
定
の
適
用

１

全
締
約
国
は
、
第
九
章
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
章
の
規
定
の
実
施
か
ら
生
ず
る
意
見
の
相

違
を
協
議
に
よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
。

２

締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
の
拒
否
に
つ
い
て
、
第
九
章
に
規
定
す
る
手

続
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
⒜
及
び
⒝
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⒜

入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
を
拒
否
す
る
事
案
が
許
可
す
る
締
約
国
に
よ
る
一
定
の
実
行
の
類
型
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

⒝

当
該
締
約
国
の
自
然
人
が
特
定
の
事
案
に
関
し
て
、
可
能
な
場
合
に
は
、
国
内
的
な
救
済
措
置
を
尽
く
し
た

こ
と
。

第
五
十
条
の
二
の
九

一
般
的
例
外

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、
第
五
十
・
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
十
条
の
二
の
十

出
入
国
管
理
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
く
措
置

こ
の
章
、
第
一
章
、
第
九
章
及
び
第
十
章
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
他
の
締
約
国

の
自
然
人
の
移
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
に
関
し
て
各
締
約
国
に
対
し
て
義
務
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
。

注
釈

他
の
締
約
国
の
自
然
人
の
移
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
に
は
、
出
入
国
管
理
に
関
す
る
文
書
を
含
む
。

第
六
条

Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
第
七
章
（
投
資
）
の
改
正

Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
第
七
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章

投
資

第
五
十
一
・
一
条

適
用
範
囲

１

こ
の
章
の
規
定
は
、
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
す
る
も
の
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

⒜

他
の
締
約
国
の
投
資
家

⒝

対
象
投
資
財
産

２

こ
の
章
の
規
定
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

⒜

締
約
国
が
政
府
調
達
に
関
し
て
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
措
置

⒝

締
約
国
が
交
付
す
る
補
助
金
又
は
行
う
贈
与

⒞

政
府
の
権
限
の
行
使
と
し
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。
た
だ
し
、
商
業
的
な
原
則
に
基
づ
か
ず
、
か
つ
、
一

又
は
二
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
競
争
を
行
う
こ
と
な
く
提
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

⒟

第
一
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
前
に
生
じ
た
事
態
に
起
因
す
る
請
求

３

こ
の
章
の
規
定
は
、
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
第
六
章
及
び
前
章
の
規
定
の
対
象

と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

４

３
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
十
一
・
四
条
及
び
第
五
十
一
・
九
条
か
ら
第
五
十
一
・
十
三
条
ま
で
の
規
定

は
、
第
六
章
の
規
定
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ
て
、
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
他
の
締

約
国
の
領
域
内
の
業
務
上
の
拠
点
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
影
響
を
与
え
る
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
措
置
が
対
象
投
資
財
産
及
び
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
関
連
す
る
場
合
に
限
る
。

注
釈

こ
の
４
の
規
定
は
、
締
約
国
が
第
八
条
、
第
五
十
一
・
十
四
条
、
第
五
十
一
・
十
五
条
、
第
五
十
一
・

十
九
条
か
ら
第
五
十
一
・
二
十
一
条
ま
で
又
は
こ
の
章
の
他
の
関
連
す
る
規
定
を
、
第
六
章
の
規
定
の
対

象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ
て
、
締
約
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
他
の
締
約
国
の
領
域
内
の

業
務
上
の
拠
点
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
影
響
を
与
え
る
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
措
置
が
対
象
投
資
財
産
及
び
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
関
連
す
る

場
合
に
限
る
。

第
五
十
一
・
二
条

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
対
象
投
資
財
産
」
と
は
、
締
約
国
に
つ
い
て
、
当
該
締
約
国
の
領
域
に
あ
る
他
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投

資
財
産
で
あ
っ
て
、
第
一
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
存
在
し
て
い
る
も
の
又
は
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
、
取

得
さ
れ
、
若
し
く
は
拡
張
さ
れ
る
も
の
を
い
い
、
適
当
な
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
の
法
令
及
び
国
内
政
策
に

従
っ
て
許
可
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

注
釈
１

「
国
内
政
策
」
と
は
、
締
約
国
政
府
が
承
認
し
、
か
つ
、
公
表
し
た
投
資
に
影
響
を
与
え
る
政
策

で
あ
っ
て
、
書
面
に
よ
り
公
に
利
用
可
能
な
も
の
を
い
う
。
各
締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
国
内
政
策
に
関
し
て
、
英
語
で
、
当
該
他
の
締
約
国
の
個
別
の
質
問
に
応

じ
、
及
び
当
該
他
の
締
約
国
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
。


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